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目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
そ
の
生
活
基
盤
に
著
し
い
被

害
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
等
に
よ
っ
て
自
立
し
て
生
活
を

再
建
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
対
し
、
都
道
府
県
が
相
互
扶
助
の
観

点
か
ら
拠
出
し
た
基
金
を
活
用
し
て
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
支
給

す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
自
立
し
た
生
活
の
開

始
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

自
然
災
害

暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、

噴
火
そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
生
ず
る
被
害
を
い
う
。

二

被
災
世
帯

政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
そ
の
居
住
す
る

住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
程
度
の
被
害
を
受
け

た
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
二
章

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
）

第
三
条

都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
被
災
世
帯

と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
世
帯
主
に
対
し
、

自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
政
令
で
定
め

る
も
の
に
充
て
る
も
の
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い

額
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金(

以
下
「
支
援
金
」
と
い
う
。)

の
支
給

を
行
う
も
の
と
す
る
。

　参考資料１
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一

当
該
世
帯
に
属
す
る
者
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
収
入
の
合
計
額(

次
号
に
お
い
て
「
収
入
合
計
額
」
と
い
う
。)

が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯

三
百
万
円

二

収
入
合
計
額
が
五
百
万
円
を
超
え
八
百
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯
で

あ
っ
て
、
そ
の
世
帯
主
の
年
齢
が
六
十
歳
以
上
で
あ
る
も
の(

収
入
合

計
額
が
五
百
万
円
を
超
え
七
百
万
円
以
下
で
あ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
世
帯
主
の
年
齢
が
四
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
を

含
む
。)

又
は
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
援
護
世
帯
で
あ
る
も
の

百
五

十
万
円

（
支
給
事
務
の
委
託
）

第
四
条

都
道
府
県
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
支
援
金
の
支
給
に
関
す

る
事
務
の
全
部
を
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
法
人
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県(

当
該
都
道
府
県
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
の
支
給

に
関
す
る
事
務
の
全
部
を
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
援
法
人
に
委

託
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
援
法
人)

は
、
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
そ
の
他
支
援
金
の
支
給
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
三
章

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人

（
指
定
等
）

第
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
民
法(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
の

法
人
で
あ
っ
て
、次
条
に
規
定
す
る
業
務(

以
下「
支
援
業
務
」と
い
う
。)

を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ

の
申
請
に
よ
り
、
全
国
に
一
を
限
っ
て
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人

(

以
下
「
支
援
法
人
」
と
い
う
。)

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、

支
援
法
人
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
公
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

支
援
法
人
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
）

第
七
条

支
援
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
を
支
給
す
る
都
道
府
県(

第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
全
部
を
支

援
法
人
に
委
託
し
た
都
道
府
県
を
除
く
。)

に
対
し
、
当
該
都
道
府
県

が
支
給
す
る
支
援
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
交
付
を
行
う
こ
と
。

二

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
委
託
を
受
け
て
支
援

金
の
支
給
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
費
用
の
支
弁
）

第
八
条

支
援
法
人
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
委
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託
を
受
け
て
支
援
金
の
支
給
を
行
う
と
き
は
、
支
援
金
の
支
給
に
要
す

る
費
用
の
全
額
を
支
弁
す
る
。

（
基
金
）

第
九
条

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
を
運
営
す
る
た
め
の
基
金
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
単
に
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
基
金
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な

資
金
を
、
相
互
扶
助
の
観
点
を
踏
ま
え
、
世
帯
数
そ
の
他
の
地
域
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
拠
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
充
て
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
必
要
な

資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
十
条

支
援
法
人
は
、
運
営
委
員
会
を
置
く
も
の
と
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
規
程
の
作
成
及
び
変
更

二

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
の

作
成
及
び
変
更

３

運
営
委
員
会
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
支
援
業
務
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
支
援
法
人
の
代
表
者
の
諮
問
に
応
じ

て
審
議
し
、
又
は
支
援
法
人
の
代
表
者
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

運
営
委
員
会
の
委
員
は
、
都
道
府
県
知
事
の
全
国
的
連
合
組
織
の
推

薦
す
る
都
道
府
県
知
事
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。

（
業
務
規
程
の
認
可
）

第
十
一
条

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
を
行
う
と
き
は
、
当
該
業
務
の
開

始
前
に
、
当
該
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
業
務
規
程
」
と
い
う
。)

を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
し
た
業
務
規
程
が
支
援
業
務
の

適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

業
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

業
務
規
程
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
事
業
計
画
等
）

第
十
二
条

支
援
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
支
援
業
務
に
関
し
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

支
援
法
人
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度

終
了
後
、
支
援
業
務
に
関
し
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
区
分
経
理
）

第
十
三
条

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
に
係
る
経
理
と
そ
の
他
の
経
理
と

を
区
分
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
四
条

支
援
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ

た
者
は
、
第
七
条
第
二
号
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
報
告
）
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第
十
五
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
当
該
業
務

又
は
資
産
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
監
督
命
令
）

第
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
支
援
業
務

に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
十
七
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
支
援
法
人
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
第
六
条
第
一
項

の
指
定(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。)

を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。

２

第
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
取
消
し
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

国
の
補
助
等

（
国
の
補
助
）

第
十
八
条

国
は
、
第
七
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
支
援
法
人
が
交
付
す

る
額
及
び
同
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
支
援
法
人
が
支
給
す
る
支
援
金

の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
補
助
す
る
。

（
地
方
債
の
特
例
）

第
十
九
条

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
の
支
援
法
人
に

対
す
る
拠
出
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
に
該
当
し
な
い

も
の
に
つ
い
て
も
、
地
方
債
を
も
っ
て
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
国
の
配
慮
）

第
二
十
条

国
は
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道

府
県
の
支
援
法
人
に
対
す
る
拠
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
配

慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

雑
則

（
公
課
の
禁
止
）

第
二
十
一
条

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
支
援
金
と
し
て
支
給
を
受
け
た

金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の

た
め
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
章

罰
則

第
二
十
三
条

第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
四
条

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報

告
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
五
条

支
援
法
人
の
代
表
者
又
は
支
援
法
人
の
代
理
人
、
使
用
人

そ
の
他
の
従
業
者
が
、
支
援
法
人
の
業
務
に
関
し
て
前
条
の
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
支
援
法
人
に
対
し
て
も
、

同
条
の
刑
を
科
す
る
。
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附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し
、
第
三
条(

第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
委
託
が
あ
っ
た
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
以
降
の
年

度
に
お
い
て
、
都
道
府
県
の
基
金
に
対
す
る
資
金
の
拠
出
が
あ
っ
た
日
と

し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
す
る
日
以
後
に
生
じ
た
自
然
災
害
に
よ
り
被

災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附

則
（
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
法
律
第
百
六
十
号

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
〔
中
略
〕
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附

則
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
十
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う

。
）
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
以
後
に
生
じ
た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世

帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前

に
生
じ
た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対

す
る
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
に
生
じ
た
自
然
災
害

に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
、
施
行
日
前
に
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、

施
行
日
以
後
に
、
当
該
指
示
に
係
る
地
域
（
施
行
日
以
後
に
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
避
難
の
必
要
の
な
く
な
っ
た
旨
の
公
示
が
あ
っ
た
地

域
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
を
開
始
す
る
者
又
は
当
該
指
示
に
係
る
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
を
開
始
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
当
該
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始

す
る
者
に
係
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
は

、
新
法
第
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条

第
一
号
中
「
三
百
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
万
円
か
ら
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
十
三
号

）
の
施
行
前
に
支
給
さ
れ
た
支
援
金
の
額
を
減
じ
た
額
」
と
、
同
条
第

二
号
中
「
百
五
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
五
十
万
円
か
ら
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
前
に
支
給
さ
れ
た
支

援
金
の
額
を
減
じ
た
額
」
と
す
る
。

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
基
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
被
災
者
生
活
再

建
支
援
基
金
は
、
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人
と
み
な
す
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
の
一
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部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
の
表
第
六
号
及
び
同
条
第
二
項
の
表
第
六
号
中

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
基
金
」
を
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人
」

に
改
め
る
。



 1

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

【平
成
十
六
年
三
月
十
八
日

衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
】

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
特
に
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を

期
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
．
被
災
者
の
自
立
し
た
生
活
の
開
始
を
支
援
す
る
と
い
う
法
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
支
援

金
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、
概
算
払
い
制
度
の
活
用
等
、
被
災
世
帯
が
円
滑
か
つ
速
や
か

に
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
運
用
上
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
．
支
援
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
再
建
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
は
被
災
世
帯
に
よ
り

多
様
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
書
類
の
簡
略
化
等
申
請
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
等
、
弾
力

的
な
運
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

一
．
大
規
模
地
震
か
ら
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
公

共
施
設
等
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
行

い
、
個
人
住
宅
の
耐
震
化
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
。

一
．
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

お
け
る
支
援
措
置
を
参
考
と
し
て
、
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

一
．
居
住
安
定
支
援
制
度
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
法
の
施
行
後
四
年
を
目
途
と
し
て
、

制
度
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
制
度
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
検
討
を
加
え

る
こ
と
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

【平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
】

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期

す
べ
き
で
あ
る
。

一
．
被
災
世
帯
が
円
滑
か
つ
速
や
か
に
支
援
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
概
算
払
い
制
度

の
活
用
、
書
類
の
簡
略
化
等
に
よ
る
申
請
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
な
ど
、
運
用
上
十
分
配
慮

す
る
こ
と
。

ま
た
、
生
活
再
建
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
は
被
災
世
帯
に
よ
り
多
様
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

弾
力
的
な
運
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二
．
居
住
安
定
支
援
制
度
の
創
設
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
国
民
及
び
地
方
公
共
団
体
等

へ
の
周
知
徹
底
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

ま
た
、
業
務
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
被
災
地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
て
、
適
切
な
支
援

が
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

三
．
大
規
模
地
震
か
ら
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
公
共

施
設
等
の
耐
震
化
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
住
宅
、
特
に
個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
意
識
啓

発
に
努
め
、
そ
の
耐
震
化
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
。

四
．
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
け
る
支
援
措
置
を
参
考
と
し
て
、
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

五
．
地
方
公
共
団
体
が
、
被
災
者
の
居
住
の
安
定
と
被
災
地
域
の
復
興
に
係
る
被
災
者
や
被
災

地
域
の
ニ
ー
ズ
、
状
況
を
踏
ま
え
た
支
援
制
度
等
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体

と
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
な
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

六
．
居
住
安
定
支
援
制
度
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
法
の
施
行
後
四
年
を
目
途
と
し
て
、
制

度
の
施
行

状
況
等
を
勘
案
し
、制
度
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
検
討
を
加
え
る

こ
と
。

右
決
議
す
る



 1

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令

平
成
十
年
十
一
月
五
日
政
令
第
三
百
六
十
一
号

改
正

平
成
十
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
百
三
号

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
政
令
第
九
十
九
号

平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
政
令
第
二
百
十
六
号

（
政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
）

第
一
条

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第

二
号
の
政
令
で
定
め
る
自
然
災
害
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
自
然
災
害
と
す
る
。

一

自
然
災
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

二
百
二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
被
害
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一

号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含

む
。）
が
発
生
し
た
市
町
村
（
特
別
区
を
含
み
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の

指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
又
は
当
該
市
の
区
と
す
る
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
区
域
に
係
る
当
該
自
然
災
害

二

自
然
災
害
に
よ
り
十
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発

生
し
た
市
町
村
の
区
域
に
係
る
当
該
自
然
災
害

三

自
然
災
害
に
よ
り
百
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発

生
し
た
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
当
該
自
然
災
害

四

自
然
災
害
に
よ
り
五
以
上
の
世
帯
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が
発

生
し
た
市
町
村
（
人
口
十
万
未
満
の
も
の
に
限
る
。）
の
区
域
で
あ
っ

て
、
前
三
号
に
規
定
す
る
区
域
に
隣
接
す
る
も
の
に
係
る
当
該
自
然

災
害

（
政
令
で
定
め
る
世
帯
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
世
帯
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
当
該
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
危
険

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
こ
と
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
た
め

に
必
要
な
補
修
費
等
が
著
し
く
高
額
と
な
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
ら
に

準
ず
る
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
当
該
住
宅
を
解
体
し
、
又
は

解
体
さ
れ
る
に
至
っ
た
世
帯

二

火
砕
流
等
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
危
険
な
状
況
が
継
続
す
る
こ

と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
居
住
不
能
の
も

の
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
世
帯

三

そ
の
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
し
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
建

築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
一

条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
を
い
う
。）
の
補
修

を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
（
前
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
を

除
く
。
以
下
「
大
規
模
半
壊
世
帯
」
と
い
う
。）

（
政
令
で
定
め
る
経
費
）

第
三
条

大
規
模
半
壊
世
帯
以
外
の
被
災
世
帯
（
以
下
「
全
壊
世
帯
」
と

い
う
。）
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
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る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ

て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

被
災
世
帯
の
生
活
に
通
常
必
要
な
物
品
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
も

の
の
購
入
費
又
は
修
理
費

二

被
災
世
帯
の
居
住
す
る
地
域
又
は
被
災
世
帯
に
属
す
る
者
の
特
別

な
事
情
に
よ
り
当
該
被
災
世
帯
の
生
活
に
必
要
な
物
品
で
内
閣
府
令

で
定
め
る
も
の
の
購
入
費
又
は
修
理
費

三

第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
自
然
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に

か
か
っ
た
者
の
当
該
負
傷
又
は
疾
病
の
治
療
の
た
め
の
医
療
に
要
す

る
費
用
で
当
該
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
内
閣
府
令

で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
も
の

四

住
居
の
移
転
に
通
常
必
要
な
移
転
費
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

五

被
災
世
帯
に
属
す
る
者
の
住
居
の
移
転
の
た
め
の
交
通
費

六

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
借
家
権
の
設
定
の

対
価

七

住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
を
除
く
。
次
項
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
。）
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃

八

住
宅
の
再
建
設
（
全
壊
世
帯
が
従
前
居
住
し
て
い
た
住
宅
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
従
前
住
宅
」
と
い
う
。）
の
存
し
て
い
た
土
地
（
土

砂
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当

該
土
地
に
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
土
地
以
外
の
土
地
）
の
全
部
又
は
一
部
に
新
た
に
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
を
い
う
。）
の
た
め
必
要
な
従
前
住
宅
の
解
体
、
従
前
住
宅

か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用

九

住
宅
の
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務
に
係
る

利
息
及
び
債
務
保
証
料

十

住
宅
の
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す
る
ま
で
の
間
一

時
的
な
居
住
の
用
に
供
す
る
仮
設
住
宅
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
の

利
用
料

十
一

第
六
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、

建
設
又
は
購
入
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

２

大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
法
第
三
条
の

政
令
で
定
め
る
経
費
は
、
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

住
宅
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
家
賃

二

住
宅
の
補
修
の
た
め
必
要
な
当
該
住
宅
の
一
部
の
除
却
、
当
該
住

宅
か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物
の
撤
去
及
び
整
地
に
要
す
る
費
用

三

住
宅
の
補
修
、
建
設
又
は
購
入
の
た
め
の
借
入
金
そ
の
他
の
債
務

に
係
る
利
息
及
び
債
務
保
証
料

四

住
宅
の
補
修
若
し
く
は
建
設
が
完
了
し
、
又
は
住
宅
の
購
入
を
す

る
ま
で
の
間
一
時
的
な
居
住
の
用
に
供
す
る
仮
設
住
宅
そ
の
他
の
物

件
又
は
施
設
の
利
用
料

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
住
宅
の
賃
借
、
補
修
、
建
設
又

は
購
入
に
必
要
な
経
費
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

（
支
援
金
の
額
の
算
定
基
準
等
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金

の
額
は
、
全
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
大
規
模

半
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費
ご
と
に
そ
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れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
合
計
額

（
当
該
合
計
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
百
万
円
）

と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に

属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が

支
出
し
た
額

二

前
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
二
項
第
一
号
若
し

く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る

場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め

る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご

と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え

て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た

額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）

三

前
条
第
一
項
第
八
号
、
第
九
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
経
費

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該

世
帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、

当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
三
項
第
二
号

に
お
い
て
同
じ
。）

四

前
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費

世

帯
に
属
す
る
者
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
又
は
二
以
上
で
あ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
世

帯
が
支
出
し
た
額
（
当
該
経
費
ご
と
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、

当
該
限
度
額
を
超
え
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
。
第
四
項
に
お
い

て
同
じ
。）

２

法
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
支
援
金
の
額

は
、
全
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
大
規
模

半
壊
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
合
計

額
（
当
該
合
計
額
が
百
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
五

十
万
円
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
内
閣
府
令
で
定

め
る
額
」
と
あ
る
の
は
、「
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗

じ
て
得
た
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
（
当
該
都
道
府
県
が
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
全
部
を
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

支
援
法
人
に
委
託
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
援
法
人
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。）
は
、
全
壊
世
帯
が
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に

掲
げ
る
経
費
に
充
て
る
た
め
支
出
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当
該
全
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

範
囲
内
で
支
援
金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
経
費

そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第

三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
一
号
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
当
該

内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
既
に

当
該
世
帯
が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額
の
範
囲
内
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二

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
経
費

当
該
経
費
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る

世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
当
該
内
閣
府
令

で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
既
に
当
該
世
帯

が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
の
範
囲
内

４

都
道
府
県
は
、
大
規
模
半
壊
世
帯
が
第
一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に

掲
げ
る
経
費
に
充
て
る
た
め
支
出
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
支
出
前
に
お
い
て
も
、
当
該
大
規
模
半
壊
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、

当
該
経
費
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
支
出
の
見
込
額
又
は
法
第
三
条

第
一
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
の

内
閣
府
令
で
定
め
る
額
か
ら
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
に
あ
っ
て

は
当
該
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら

既
に
当
該
世
帯
が
当
該
経
費
に
つ
い
て
支
出
し
た
額
を
減
じ
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額
の
範
囲
内
で
、
支
援
金
を
概
算
で
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
協
議
）

第
五
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

若
し
く
は
第
十
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
五
号
又
は
前
条
第
一
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

こ
の
政
令
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
政
令
の
実
施
の
た

め
の
手
続
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

附

則

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
年
十
一
月
六
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附

則
（
平
成
十
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
百
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
政
令
第
九
十
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
政
令
第
二
百
十
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
（
以

下
「
新
令
」
と
い
う
。）
第
四
条
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以

後
に
生
じ
た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
世
帯
主
に

対
す
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
生
じ

た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
被
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災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
前
に
生
じ
た

自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
、
同
日
前
に
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
指
示
を
受
け
た
者
で
あ

っ
て
、
同
日
以
後
に
、
当
該
指
示
に
係
る
地
域
（
同
日
以
後
に
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
公
示
が
あ
っ
た

地
域
に
限
る
。）
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
者
又
は
当
該
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
者
に
係
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
四
条
の
規
定
を
適
用
す

る
。
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
規
則

平
成
十
年
十
一
月
六
日
総
理
府
令
第
六
十
八
号

改
正

平
成
十
二
年
八
月
十
四
日
総
理
府
令
第
百
三
号

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
内
閣
府
令
第
二
十
七
号

平
成
十
七
年
三
月
四
日
内
閣
府
令
第
十
五
号

平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
内
閣
府
令
第
七
十
七
号

平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
内
閣
府
令
第
十
五
号

（
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
）

第
一
条

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第

三
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
自
動
炊
飯
器
、

電
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
類
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
掃
除
機
、
電

気
洗
濯
機
、
ミ
シ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
扇
風
機
、
た
ん
す
、
座
卓
、

食
堂
セ
ッ
ト
、
食
器
戸
棚
、
照
明
器
具
、
鏡
台
、
寝
具
、
自
転
車
、
電

話
機
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
及
び
冷
暖
房
器
具
と
す
る
。

（
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
）

第
二
条

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
物
品
は
、
防

寒
服
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
う
ば
車
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
）、
学
生
服
、
学
習
机
、

眼
鏡
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
補
聴
器
及
び
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が

必
要
と
認
め
た
医
療
用
具
又
は
福
祉
用
具
と
す
る
。

（
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
）

第
三
条

令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一

年
と
す
る
。

（
令
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の
）

第
四
条

令
第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
五
号
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

住
宅
の
建
築
確
認
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

一
号
）
第
六
条
第
一
項
又
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確

認
を
い
う
。）、
完
了
検
査
（
同
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
い
う
。）
又
は
中
間
検
査
（
同
法
第
七

条
の
三
第
一
項
又
は
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
い

う
。）
の
申
請
に
係
る
手
数
料
又
は
報
酬

二

住
宅
の
購
入
又
は
賃
借
の
代
理
又
は
媒
介
に
係
る
報
酬

三

住
宅
に
係
る
表
題
登
記
、
所
有
権
保
存
の
登
記
、
所
有
権
移
転
の

登
記
又
は
抵
当
権
設
定
の
登
記
に
係
る
報
酬

四

水
道
の
給
水
申
込
み
に
際
し
水
道
事
業
者
に
支
払
う
料
金

（
法
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
収
入
の
算
定
）

第
五
条

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
三
条
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
収
入
の
算
定
は
、
被
災
世
帯
に
属
す
る
者
の
当
該

世
帯
が
被
災
世
帯
と
な
っ
た
年
の
前
年
の
収
入
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で

の
間
に
被
災
世
帯
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
前
年
の
収
入
）
に

つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
当
該
収
入
の
額
は
、
当
該
収
入
が
生
じ
た
年

の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
市
町
村
民

税
（
特
別
区
が
同
法
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
同
法
第

五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
税
を
含
む
。）
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三



 2

条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
額
で

あ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
と
す

る
。 

      

                

（
法
第
三
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
援
護
世
帯
）  

第
六
条 

法
第
三
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
援
護
世
帯
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

心
神
喪
失
の
常
況
に
あ
る
者
又
は
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
精
神
保
健
指
定
医

の
判
定
に
よ
り
重
度
の
知
的
障
害
者
と
さ
れ
た
者
が
属
す
る
世
帯 

 

二 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付

を
受
け
た
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五

号
）
第
六
条
第
三
項
に
定
め
る
障
害
等
級
が
一
級
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
属
す
る
世
帯 

 

三 

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）

第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳

に
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
者
が
属
す
る
世
帯 

 

四 

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
条

第
一
項
、
第
三
十
条
の
二
第
三
項
、
第
三
十
条
の
三
第
一
項
又
は
第

三
十
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
基
礎
年

金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
者
で
同
法
第
三
十
条
第
二
項
に
定
め
る
障
害

等
級
が
一
級
で
あ
る
も
の
が
属
す
る
世
帯 

 
五 
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年

法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
父
母
又

は
養
育
者
が
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
障
害
児
で
同

法
第
二
条
第
五
項
に
定
め
る
障
害
等
級
が
一
級
で
あ
る
も
の
、
同
法

百
八
万
円
超
二
百
三
十
四
万
円

以
下
の
額 

九
十
七
万
五
千
円
超
百
八
万
円

以
下
の
額 

九
十
七
万
五
千
円
以
下
の
額 

総
所
得
金
額 

総
所
得
金
額
に
十
八
万
円
を

加
算
し
た
額
を
〇
・
七
で
除

し
て
得
た
額 

総
所
得
金
額
を
〇
・
六
で
除

し
て
得
た
額 

総
所
得
金
額
に
六
十
五
万
円

を
加
算
し
た
額 

収
入
の
額 

二
百
三
十
四
万
円
超
四
百
七
十

四
万
円
以
下
の
額 

総
所
得
金
額
に
五
十
四
万
円

を
加
算
し
た
額
を
〇
・
八
で

除
し
て
得
た
額 

七
百
八
十
万
円
超
の
額 

四
百
七
十
四
万
円
超
七
百
八
十

万
円
以
下
の
額 

総
所
得
金
額
に
百
七
十
万
円

を
加
算
し
た
額
を
〇
・
九
五

で
除
し
て
得
た
額 

総
所
得
金
額
に
百
二
十
万
円

を
加
算
し
た
額
を
〇
・
九
で

除
し
て
得
た
額 
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第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
重

度
障
害
児
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
別
障
害
者
手

当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
特
別
障
害
者
又
は
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
者
が
属
す

る
世
帯 

 

六 

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
戦
傷
病

者
手
帳
に
精
神
上
又
は
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
（
大
正
十

二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
別
表
第
一
号
表
ノ
二
に
定
め
る
特
別
項
症

か
ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
属
す

る
世
帯 

 

七 

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
が
属
す
る
世
帯 

 

八 

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律

第
百
十
一
号
）
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
害
医
療
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
障
害

の
程
度
が
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

四
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
第
十
条
の
表
に
定
め
る
特
級
、

一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
が
属
す
る
世
帯 

 

九 

常
に
就
床
を
要
し
、
か
つ
、
複
雑
な
介
護
を
要
す
る
者
が
属
す
る

世
帯 

 

十 

精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
そ
の

障
害
の
程
度
が
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
が

属
す
る
世
帯 

 

十
一 

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で

国
の
施
策
に
基
づ
き
そ
の
医
療
及
び
療
養
に
要
す
る
費
用
の
全
部
又

は
一
部
が
国
に
よ
り
負
担
さ
れ
る
も
の
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
属
す

る
世
帯 

 

十
二 

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

と
死
別
し
、
又
は
婚
姻
を
解
消
し
た
者
で
現
に
婚
姻
（
婚
姻
の
届
出

を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合

を
含
む
。）
を
し
て
い
な
い
も
の
、
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
者
で
民
法
（
明
治
二
十
九

年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
も
の
が
属
す
る
世
帯 

 

十
三 

父
母
の
な
い
児
童
又
は
父
母
に
監
護
さ
れ
な
い
児
童
が
属
す
る

世
帯 

 

十
四 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条

第
二
項
の
要
保
護
者
で
あ
る
者
が
属
す
る
世
帯 

（
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
）  

第
七
条 

令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
額
と
す
る
。 
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２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
同
法

第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
勧
告
若
し

く
は
指
示
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
避
難
の
指
示
等
」
と

い
う
。）
が
行
わ
れ
、
又
は
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
警
戒
区
域

が
設
定
さ
れ
た
際
に
当
該
避
難
の
指
示
等
に
係
る
地
域
又
は
警
戒
区
域

に
居
住
し
て
い
た
者
に
係
る
令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
で
あ
っ

て
、
当
該
地
域
又
は
警
戒
区
域
に
係
る
避
難
の
指
示
等
又
は
警
戒
区
域

の
設
定
の
期
間
が
通
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
以
後
、
同
法
第
六
十

条
第
四
項
（
同
法
第
六
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
に
よ
り
避
難
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
公
示
が
な
さ
れ

た
日
又
は
警
戒
区
域
で
な
く
な
っ
た
日
（
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
「
避

難
指
示
等
解
除
日
又
は
警
戒
区
域
解
除
日
」
と
い
う
。）
か
ら
起
算
し
て

二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
避
難
の
指
示
等
又
は
警
戒
区

域
の
設
定
の
際
居
住
し
て
い
た
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
を
開
始
す
る
も
の
（
以
下
「
長
期
避
難
解
除
世
帯
」
と
い
う
。）
の
世

帯
主
に
対
す
る
支
援
金
に
係
る
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
規
定
す
る
額
と
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
世
帯
の
区
分
と
同
一

の
世
帯
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
（
令
第
三
条

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費
と
し

て
支
出
し
た
も
の
に
限
る
。）
と
の
合
計
額
と
す
る
。 

一 

単
数
世
帯 

五
十
二
万
五
千
円 

二 

複
数
世
帯 

七
十
万
円 

３ 

都
道
府
県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
避
難
の
指
示
等
に
係
る
地
域
又
は

警
戒
区
域
に
居
住
し
て
い
た
者
に
係
る
令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
世

帯
で
あ
っ
て
、
前
項
の
期
間
内
に
、
避
難
の
指
示
等
又
は
警
戒
区
域
の

設
定
の
際
居
住
し
て
い
た
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を

開
始
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

額
）      

第
八
条 
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る

額
と
す
る
。 

二 

そ
の
属
す
る
者
の
数
が
二

以
上
で
あ
る
世
帯
（
以
下
「
複
数

世
帯
」
と
い
う
。） 

一 

そ
の
属
す
る
者
の
数
が
一

で
あ
る
世
帯（
以
下「
単
数
世
帯
」

と
い
う
。） 

世
帯
の
区
分 

百
万
円 

七
十
五
万
円 

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費
と
し
て

通
常
必
要
な
額 
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一 

単
数
世
帯 

三
十
七
万
五
千
円 

二 
複
数
世
帯 

五
十
万
円 

２ 
令
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。 

 

一 

単
数
世
帯 
百
五
十
万
円
（
従
前
居
住
し
て
い
た
住
宅
が
自
己
の

所
有
に
係
る
も
の
以
外
で
あ
る
世
帯
（
次
号
に
お
い
て
「
住
宅
非
所

有
世
帯
」
と
い
う
。）
に
あ
っ
て
は
七
十
五
万
円
）
か
ら
令
第
四
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
経
費
と
し
て
支
出
し
た
額
（
三
十
七
万
五
千

円
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
三
十
七
万
五
千
円
）
を
減

じ
た
額 

 

二 

複
数
世
帯 

二
百
万
円
（
住
宅
非
所
有
世
帯
に
あ
っ
て
は
百
万
円
）

か
ら
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
経
費
と
し
て
支
出
し
た
額

（
五
十
万
円
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
五
十
万
円
）
を

減
じ
た
額 

３ 

令
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額

と
す
る
。 

 

一 

単
数
世
帯 

七
十
五
万
円
か
ら
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ

る
経
費
と
し
て
支
出
し
た
額
（
三
十
七
万
五
千
円
を
超
え
て
支
出
し

た
も
の
に
あ
っ
て
は
三
十
七
万
五
千
円
）
を
減
じ
た
額 

二 

複
数
世
帯 

百
万
円
か
ら
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
経

費
と
し
て
支
出
し
た
額
（
五
十
万
円
を
超
え
て
支
出
し
た
も
の
に
あ

っ
て
は
五
十
万
円
）
を
減
じ
た
額     

（
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
） 

第
九
条 

令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
出
し
た
限
度
額
は
、
支
出
額
か
ら
月
額
二
万
円
を
減
じ
た
額
（
当

該
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
も
の
は
五
十
万
円
）
と
す
る
。 

２ 

令
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
限
度
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。 

一 

令
第
三
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
経
費 

支
出
額
に
百
分
の
七

十
を
乗
じ
た
額
（
当
該
額
が
二
百
万
円
を
超
え
る
も
の
は
二
百
万
円
） 

二 

令
第
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
借
入
金
そ
の
他

の
債
務
に
係
る
利
息
に
係
る
も
の 

利
率
か
ら
年
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

控
除
し
た
利
率
（
当
該
利
率
が
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も

の
は
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
当
該
算
出
額

が
二
百
万
円
を
超
え
る
も
の
は
二
百
万
円
） 

三 

令
第
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
債
務
保
証
料
に

係
る
も
の
又
は
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
経
費 

二
百
万
円 

３ 

令
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
限
度
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。 

一 

令
第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
経
費 

支
出
額
に
百
分
の
七

十
を
乗
じ
た
額
（
当
該
額
が
百
万
円
を
超
え
る
も
の
は
百
万
円
） 

二 
令
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
借
入
金
そ
の
他

の
債
務
に
係
る
利
息
に
係
る
も
の 

利
率
か
ら
年
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

控
除
し
た
利
率
（
当
該
利
率
が
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も

の
は
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
当
該
算
出
額
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が
百
万
円
を
超
え
る
も
の
は
百
万
円
） 

三 
令
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
債
務
保
証
料
に

係
る
も
の
又
は
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費 

百
万
円 

４ 

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
世
帯
が
、
令
第
一
条
各
号
に

掲
げ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
（
以
下
「
災
害
発
生
日
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
都
道
府
県
の
区
域
以
外
の
都
道
府
県
の
区
域

（
災
害
発
生
日
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
市
町
村
の
区
域
に
隣
接
す
る

市
町
村
の
区
域
を
除
く
。）
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
内
閣
府

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
限
度
額
は
、
第
一
項
及
び
前
二

項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。 

（
支
援
金
の
申
請
等
） 

第
十
条 

支
援
金
の
支
給
は
、
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
次
に
掲
げ
る

経
費
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
間
に
な
さ
れ
た
被
災
世
帯
の
世
帯
主
の
申
請
に
基
づ
き
行

う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費 

十

三
月 

 

二 

令
第
三
条
第
一
項
第
七
号
若
し
く
は
第
十
号
又
は
第
二
項
第
一
号

若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
経
費 

二
十
五
月 

 

三 

令
第
三
条
第
一
項
第
八
号
、
第
九
号
若
し
く
は
第
十
一
号
又
は
第

二
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
経
費 

三
十
七

月 

２ 

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
経
費
の
う
ち
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

額
に
係
る
も
の
に
係
る
支
援
金
の
支
給
は
、
避
難
指
示
等
解
除
日
又
は

警
戒
区
域
解
除
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
な
さ
れ
た
長
期
避
難
解
除
世
帯
の
世
帯
主
の
申
請
に
基
づ
き
行
う
も

の
と
す
る
。 

３ 

都
道
府
県
（
当
該
都
道
府
県
が
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支

援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
全
部
を
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

支
援
法
人
に
委
託
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
援
法
人
）
は
、
被

災
世
帯
の
世
帯
主
が
申
請
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
各
号
及
び
前
項
に
掲
げ
る
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
支
援
金
の
概
算
支
給
に
関
す
る
読
替
え
） 

第
十
一
条 

令
第
四
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
金
の
概

算
支
給
に
お
け
る
第
七
条
第
二
項
又
は
第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
出
し
た
額
」

と
あ
る
の
は
「
支
出
す
る
見
込
額
」
と
、「
支
出
し
た
も
の
」
と
あ
る
の

は
「
支
出
す
る
見
込
み
の
も
の
」
と
す
る
。 

（
指
定
の
申
請
）  

第
十
二
条 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
一 

名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名 

 
二 
事
務
所
の
所
在
地 

２ 
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

一 

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 



 7

 
二 

役
員
の
氏
名
、
住
所
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面 

 
三 
指
定
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
面 

 

四 
法
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

書 

 

五 

法
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る

こ
と
を
証
す
る
書
面 

（
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）  

第
十
三
条 

支
援
法
人
は
、
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
内
閣

総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

変
更
後
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地 

 

二 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

 

三 

変
更
の
理
由 

（
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）  

第
十
四
条 

支
援
法
人
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
内

閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項 

 

二 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

 

三 

変
更
の
理
由 

（
法
第
十
一
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
）  

第
十
五
条 

法
第
十
一
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
支
援
金
を
支
給
す
る
都
道
府
県
に
対
し

行
う
支
援
金
の
額
に
相
当
す
る
額
の
交
付
に
関
す
る
事
項 

 

二 

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
委
託
を
受
け
て
行

う
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
事
項 

 

三 

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

の
市
町
村
へ
の
委
託
に
関
す
る
事
項 

 

四 

運
営
委
員
会
に
関
す
る
事
項 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
支
援
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要

な
事
項 

（
経
理
原
則
）  

第
十
六
条 

支
援
法
人
は
、
そ
の
業
務
の
財
政
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
財
産
の
増
減
及
び
異
動
を
そ
の
発
生
の
事
実
に
基
づ
い
て
経
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
区
分
経
理
の
方
法
）  

第
十
七
条 

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
特
別
の
勘

定
（
次
条
、
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て

「
支
援
業
務
特
別
勘
定
」
と
い
う
。）
を
設
け
、
支
援
業
務
以
外
の
業
務

に
係
る
経
理
と
区
別
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
資
金
の
繰
入
れ
及
び
融
通
）  

第
十
八
条 

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
特
別
勘
定
か
ら
支
援
法
人
が
設
け

る
そ
の
他
の
勘
定
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
勘
定
」
と
い
う
。）

へ
、
又
は
そ
の
他
の
勘
定
か
ら
支
援
業
務
特
別
勘
定
へ
資
金
の
繰
入
れ

を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 
そ
の
他
の
勘
定
か
ら
支
援
業
務
特
別
勘
定
へ
の
資
金
の
融
通
は
、
融

通
す
る
勘
定
か
ら
支
援
業
務
特
別
勘
定
へ
の
貸
付
け
と
し
て
整
理
す
る

も
の
と
す
る
。 

（
事
業
計
画
書
等
の
提
出
）  
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第
十
九
条 

法
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
及
び

収
支
予
算
書
の
提
出
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日

の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

前
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表 

 

二 

当
該
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
収
支
予
算
書
の
参
考
と
な

る
書
類 

２ 

前
項
の
事
業
計
画
書
に
は
、
支
援
業
務
に
関
す
る
計
画
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
収
支
予
算
書
は
、
収
入
に
あ
っ
て
は
そ
の
性
質
、
支
出
に

あ
っ
て
は
そ
の
目
的
に
従
っ
て
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

支
援
法
人
は
、
事
業
計
画
書
又
は
収
支
予
算
書
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
遅
滞
な
く
変
更

し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
収
支
予
算

書
の
変
更
が
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を
伴

う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
予
備
費
）  

第
二
十
条 

支
援
法
人
は
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
る
支

出
予
算
の
不
足
を
補
う
た
め
、
収
入
支
出
予
算
に
予
備
費
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
。 

２ 

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
特
別
勘
定
の
予
備
費
を
使
用
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
使
用
の
理
由
、
金
額
及
び
積
算
の
基

礎
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
も
っ
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
予
算
の
繰
越
し
）  

第
二
十
一
条 

支
援
法
人
は
、
支
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
当
該
事

業
年
度
内
に
支
出
決
定
を
終
わ
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
予
算
の
実
施

上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
翌
事
業
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

支
援
法
人
は
、
支
援
業
務
特
別
勘
定
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る

繰
越
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
事
業
年
度
終
了
後
二
月
以
内
に
、
繰
越

計
算
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
繰
越
計
算
書
は
、
支
出
予
算
と
同
一
の
区
分
に
よ
り
作
成
し
、

か
つ
、
当
該
繰
越
計
算
書
に
繰
越
し
に
係
る
経
費
の
予
算
現
額
並
び
に

当
該
経
費
の
予
算
現
額
の
う
ち
支
出
決
定
済
額
、
翌
事
業
年
度
へ
の
繰

越
額
及
び
不
用
額
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
事
業
報
告
書
等
の
提
出
）  

第
二
十
二
条 

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
及
び
収

支
決
算
書
の
提
出
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
収
支
決
算
書
）  

第
二
十
三
条 

法
第
十
二
条
第
二
項
の
収
支
決
算
書
は
、
収
入
支
出
予
算

と
同
一
の
区
分
に
よ
り
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
収
支
決
算
書
に
次
に
掲

げ
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
一  

収
入 

 
 

イ 
収
入
予
算
額 

 
 

ロ 
収
入
決
定
済
額 

 
 

ハ 

収
入
予
算
額
と
収
入
決
定
済
額
と
の
差
額 
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二 

支
出 

 
 

イ 

支
出
予
算
額 

 
 

ロ 
前
事
業
年
度
か
ら
の
繰
越
額 

 
 

ハ 
予
備
費
の
使
用
の
金
額
及
び
そ
の
理
由 

 
 

ニ 

支
出
予
算
の
現
額 

 
 

ホ 

支
出
決
定
済
額 

 
 

ヘ 

翌
事
業
年
度
へ
の
繰
越
額 

 
 

ト 

不
用
額 

（
会
計
規
程
）  

第
二
十
四
条 

支
援
法
人
は
、
そ
の
財
務
及
び
会
計
に
関
し
、
法
及
び
こ

の
府
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
規
程
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

支
援
法
人
は
、
前
項
の
会
計
規
程
を
制
定
し
、
又
は
変
更
し
た
と
き

は
、
そ
の
理
由
及
び
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
遅
滞
な
く
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則  

１ 

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
府
令
の
公
布
の
日
か
ら
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

は
、
第
五
条
第
一
号
中
「
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
」
と
あ
る
の
は
「
精

神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
」
と
、「
知
的
障
害
者
と
」
と
あ
る
の
は
「
精
神

薄
弱
者
と
」
と
、
別
表
の
七
の
項
の
第
一
欄
及
び
第
三
欄
中
「
高
等
学

校
、
中
等
教
育
学
校
」
と
あ
る
の
は
「
高
等
学
校
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
二
年
八
月
十
四
日
総
理
府
令
第
百
三
号
）  

 

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
内
閣
府
令
第
二
十
七
号
） 

  

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
七
年
三
月
四
日
内
閣
府
令
第
十
五
号
） 

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
二
日
内
閣
府
令
第
七
十
七
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
生

じ
た
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
生
じ
た
自
然

災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
前
に
生
じ
た

自
然
災
害
に
よ
り
被
災
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
、
同
日
前
に
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
指
示
を
受
け
た
者
で
あ

っ
て
、
同
日
以
後
に
、
当
該
指
示
に
係
る
地
域
（
同
日
以
後
に
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
公
示
が
あ
っ
た

地
域
に
限
る
。）
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
者
又
は
当
該
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
を
開
始
す
る
者
に
係
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
被
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災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
内
閣
府
令
第
十
五
号
） 

  

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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